
 

 

 

２０１２年９月４日(火)・５日(水) 

タワーホール船堀小ホール 

 



会長挨拶 

  

 本日はお忙しい中、上智大学ピアノの会主催、第７回定期演奏会にご来場いただき誠に

ありがとうございます。 

 

 上智大学ピアノの会は今年で創立１４年目になります。私たちのサークルはピアノの演

奏会を主に、他大学との合同演奏会やサロンなどを通じて、様々な人との交流を交えなが

ら日々活動しております。その中でも毎年行われるこの定期演奏会は、１１月の学園祭で

行われる演奏会と並んで、私たちにとって最も大きな演奏会の一つです。そして今回は企

画として、４日にサン＝サーンスの『動物の謝肉祭』、５日に二台ピアノの部を用意しまし

た。大学のサークルならではの演出も含めた演奏を是非お楽しみいただければ幸いです。 

 

 前述したように、私たちのサークルは年間を通じて多くの演奏会を行っており、今回の

ような一般のお客様向けの演奏会もございます。この定期演奏会で少しでも私たちの演奏

を気に入っていただけたなら、是非また足をお運びください。アマチュア故に至らぬ点も

あると思いますが、お越しいただいたお客様一人一人に最後まで楽しんでいただければ大

変うれしく思います。 

 

 最後になりましたが、本日の演奏会を開くにあたってご協力・ご尽力いただいたすべて

の方々に感謝の意を厚く御礼申し上げ、私の挨拶とさせていただきます。 

 

第１４代会長 浅岡 辰哉 

 



 

9 月４日(火) 

 

第１部 

1,  シューベルト    即興曲 op.90-2                                閻 可輝 

2,  パッヘルベル     カノン(串戸功三郎・小倉隆一郎編曲)         伊藤アスカ・京本泰樹 

3  プロコフィエフ    ピアノソナタ第１番                                    石川怜 

4,  バッハ            トッカータとフーガ(編曲:内田ゆう子) 二短調           白水美紀 

5,  サン・サーンス    アレグロ・アパショナート Op.70                         緒方彰子 

6,  ショパン          バラード第 1 番 作品 23                          尾万 正太郎 

 

第２部 

7,  ショパン          ノクターン第１番 Op.9-1                       伊藤アスカ 

8,  ドビュッシー     ベルガマスク組曲より月の光                           川本真佑 

9, ショパン           バラード 2 番                                      清水優里 

10, モシュコフスキー   スペイン舞曲 3 番                     小野祥子・尾形ゆかり 

11, ラフマニノフ      前奏曲 op3-2                                       小林 輝 

12, ドビュッシー    「映像」第１集より 第１曲「水の反映」                    渡部莉世 

13, グラナドス        演奏会用アレグロ                                   斎藤有帆   

 

第３部（企画演奏の部） 

  サン＝サーンス   動物の謝肉祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９月５日(水) 

 

第１部 

1, ショパン  ドビュッシー 黒鍵のエチュード、 亜麻色の髪の乙女            鈴木沙織 

2,  モーツァルト          ソナタ第 11 番イ長調 k.331                     冨子定勇 

3,  シベリウス            樹の組曲より、白樺 樅の木                     小野祥子 

4,  ドビュッシー        「ピアノのために」よりトッカータ                    高山真梨子   

5,  ショパン              バラード１番                                  村井 肇 

6,  ポンセ                メキシコ狂詩曲第二番                       小林健太郎 

 

 

第２部 

7,  モーツァルト       2 台のピアノのためのソナタ K.448 第１楽章      伊藤アスカ・石川怜 

8,  ラフマニノフ      「六つの小品」よりワルツ、スラヴァ               山本里恵・村井肇 

9,  ボロディン        歌劇『イーゴリ公』より「だったん人の踊り」    小林健太郎・山下紗絵子 

 

第３部 

10, ショパン            ワルツ op.64-2                                 大久保悠希 

11, シューベルト         即興曲 op.142-4                               工藤真美 

12, ショパン             舟歌                                        山下紗絵子 

13, シューマン          ウィーンの謝肉祭の道化 OP.26 よりフィナーレ          吉田翔馬 

14, ドビュッシー        民謡の主題によるスコットランド行進曲      小林健太郎・矢島友里恵 

15, ショパン            アンダンテ・スピアナートと華麗なる大ポロネーズ         山本里恵 

16, リスト              ペトラルカのソネット 104 番                        浅岡辰哉 

 

 

 

 



 

９月４日(火) 

 

第１部 

1,  シューベルト  即興曲 op.90-2   

    法学部法律学科１年生  閻 可輝 

 あんなに嫌いだったピアノが大学まで続いたことにびっくりしています。そして最近ようやくピアノの楽しさがわかりました。少しブラ

ンクがありますが、楽しく演奏できるように頑張ります！ 

 

2,  パッヘルベル   カノン(串戸功三郎・小倉隆一郎編曲) 

  法学部法律学科 2 年生 伊藤アスカ  外国語学部英語学科 2 年生 京本泰樹 

 ２年生では数少ない男子による連弾です!２人とも出席率は最強なので、その気合いを活かして一生懸命弾きます♪この

曲は結構有名で、連弾バージョンにアレンジされた楽譜がたまたま見つかったので、「よし、弾こう」という軽いノリで弾くことにした

のはここだけの話。 

 

3,  プロコフィエフ  ピアノソナタ第１番 

  成蹊大学文学部英米文学科 ３年生  石川 怜 

 またここ船堀のホール (名前忘れました w)でピアノを弾けるとは思いませんでした。懐かしい思い出が蘇ってきます。色々。

笑    今回は一目惚れならぬ一聞惚れしたプロコフィエフちゃんです。w  曲の完成が間に合うか間に合わないかはわかりませ

ん！とりあえず最後まで弾き切る事目標にします w 

 

4,  バッハ          トッカータとフーガ(編曲:内田ゆう子) 二短調 

  法学部国際関係法学科 1 年生  白水美紀 

 がんばって弾きます！よろしくお願いします！！ 

 

5,  サン・サーンス  アレグロ・アパショナート Op.70                

  総合人間科学部看護学科２年生  緒方彰子 

リベンジです。どうか、止まりませんように。どうか、無事に弾き終わりますように。 

 

6,  ショパン        バラード第 1 番 作品 23 

  文学部国文学科 1 年生  尾万 正太郎 

 「バラード第 1 番 作品 23」はショパンの初期の作品の 1 つです。このひとつ前(作品 22)には「アンダンテ・スピアナートと華麗

なる大ポロネーズ」があり、年に開きはありますが、5 年前の 1830 年には「ピアノ協奏曲 第 1 番作品 11」の大曲が成されてい

ま す 。 若 さ に 満 ち 溢 れ 、 雄 大 か つ 精 力 的 な の が こ の ３ 曲 ！ 

晩 年 の 「 幻 想 ポ ロ ネ ー ズ  作 品 61 」 の よ う な 作 品 と は ま だ ず っ と 遠 く 感 じ ま す ね 。 

まさに私のような華の学生には好適といえるでしょう…！(以下異議と批難の嵐)実態はどうであれ、この曲の持つパワーを少し



でも感じて頂ければ幸いです！ 

第２部 

7,  ショパン        ノクターン第１番 Op.9-1   

  法学部法律学科 2 年生  伊藤アスカ 

 この曲の落ち着いた感じが好きなので、焦らずに弾こうと思います。 

 

8,  ドビュッシー   ベルガマスク組曲より月の光 

  外国語学部イスパニア語学科 1 年生  川本真佑 

 久々に人前で演奏します。大学でのデビュー戦の場が定演になってしまって少し後悔してます。笑 とても緊張しますが頑張

りますのでお聴きください。 

 

9, ショパン        バラード 2 番 

  文学部国文学科 3 年生  清水優里 

 コメント書くのが久しぶりすぎて何書いたらいいか分かりません、3 年の清水です＼(^o^)／ 

個人的に、バラード 2 番は『平和な世界が突如大混乱』っていうキャッチコピー(?)がぴったりだと思います… 

ーーー嵐吹く 岸の柳の 稲筵  折りしく浪に まかせてぞ見るーーー(崇徳院・新古今 71) 

 

10, モシュコフスキー スペイン舞曲 3 番 

 法学部地球環境法学科 2 年生  小野祥子 文学部史学科 2 年生  尾形ゆかり 

この曲カッコいいよねやってみようかで始まったこの連弾。案外気に入ってます。 

 

11, ラフマニノフ    前奏曲 op3-2 

  外国語学部英語学科１年生  小林輝 

 こ の 曲 は ピ ア ノ を 始 め た 時 か ら ず っ と 弾 き た い と 思 っ て い た 

曲で、その美しく慟哭に似た響きに魅了されてしまいました。まだまだ未完成ですが、ぜひ聴いてください。 

 

12, ドビュッシー  「映像」第１集より 第１曲「水の反映」           

  外国語学部ポルトガル語学科 3 年生  渡部莉世 

 今年はドビュッシーイヤーということで水の反映を弾きます。ギリギリまで弾くのを迷っていたのですが、、がんばります(>_<)水の

雫や広がる波紋、水面の揺らめきなどを少しでも表現できればいいなと思います。 

 

13, グラナドス      演奏会用アレグロ 

  文学部フランス文学科２年生  斎藤有帆 

 グラナドスはあまり馴染みがないかもしれませんが、アルベニスと並んで、スペインを代表する作曲家の一人です。今日は演

奏会用アレグロらしく、華やかに、異国情緒たっぷりと弾きたいと思います。それではグラナドスの、スペインの色彩溢れる音楽を

お楽しみ下さい！ 



 



 



９月５日(水) 

 

第１部 

1,  ドビュッシー、ショパン  亜麻色の髪の乙女、黒鍵のエチュード 

  外国語学部フランス語学科 3 年生  鈴木沙織 

今回は、以前にも弾いたことのある曲ですが、前回よりも世界観を表現できるようにがんばります！拙い演奏ですが、お聞きく

ださい。 

 

2,  モーツァルト       ソナタ第 11 番イ長調 k.331 

  経済学部経済学科 5 年生  冨子定勇 

 どうも、冨子です。まだ、学生してるんで定演出ちゃいました。しかもがっつり弾きます。最初はバラ 3 弾くつもりでしたが締め

切り過ぎてから急にモーツァルトブーム到来！で急遽曲変更。トルコ行進曲で有名なあの曲です。一日中リピートかけて聞い

てられるくらい今はまってます。 

 

3,  シベリウス         樹の組曲より、白樺 樅の木 

  法学部地球環境法学科 2 年生  小野祥子 

 とりあえず北欧なんだなって分かってくだされば私は満足です。 

 

4,  ドビュッシー     「ピアノのために」よりトッカータ 

  外国語学部英語学科２年生  高山真梨子 

 ドビュッシーの曲は今回弾く曲が私にとって初めてです。最初は予想外な和音の連続に戸惑いましたが、だんだん弾いている

うちに慣れてきて、きれいだなあと感じるようになりました。なかなか思うように弾けませんが、精一杯弾きます...! よろしくお願い

します。 

 

5,  ショパン           バラード１番 

  理工学研究科理工学専攻物理学領域院２年生  村井肇 

 学生時代最後の定演です。力を全て出し切れるよう頑張ります！ 

 

6,  ポンセ             メキシコ狂詩曲第二番 

  外国語学部英語学科４年生  小林健太郎 

 今、中南米音楽が熱い！今年はピアソラ・イヤーで湧いておりますが、今回はところを変えて、メキシコの作曲家ポンセ

(1882-1948)を取り上げたい  と思います。抒情性に溢れるこの曲には二つのメキシコ民謡が含まれており、前半は Las 

mañanitas（朝）の旋律が調を次々に変え現れ、後半は Vamos a tomar atole（アトレを飲もう）という陽気な歌が始まり、宴は

盛大なフィナーレを迎えます。輝く太陽を彷彿とさせるような明るい演奏ができたら幸いです。 

第２部 

7,  モーツァルト       2 台のピアノのためのソナタ K.448 第１楽章  



  法学部法律学科 2 年生  伊藤アスカ 成蹊大学文学部英米文学科 3 年生  石川怜 

 この曲は、聴くと頭が良くなるとか、のだめカンタービレだとかで有名になりましたね。練習にも色々と苦労がありましたが、コメ

ントを書いている時点ではまだ本番が恐い状態です wこの曲は六連オールデュオでも弾くのでぜひ聴きに来てください(さりげなく

宣伝)。さあ、楽しい音楽の時間デス(^o^) 

 

8,  ラフマニノフ      「六つの小品」よりワルツ、スラヴァ 

  文学部史学科 4 年生 山本里恵  理工学研究科理工学専攻物理学領域院２年生 村井肇 

 今年もラフマニノフ演奏します！ぜひお聞き下さい！ 

 

9,  ボロディン        歌劇『イーゴリ公』より「だったん人の踊り」 

  外国語学部英語学科４年生 小林健太郎 総合人間科学部心理学科４年生 山下紗絵子 

 オペラ「イーゴリ公」は 12 世紀末の南ロシアを描いたスペクタクル大作。中でも管弦楽曲として有名なこの「ダッタン人の踊り」

は劇中、ダッタン陣営が客人をもてなす宴のシーンです。娘たちは「祖国の歌よ 風の翼にのって 故郷まで飛んで行け」と舞

い踊り、男たちは「国の栄光を讃えよ」と荒々しく踊ります。宴はだんだんとヒートアップし、熱狂のうちに幕を閉じます。異国情

緒溢れるメロディーの美しさ、そして激しい踊りの疾走感を出せるように、一奏入魂でいきたいと思います。 

 

第３部 

10, ショパン          ワルツ op.64-2 

  外国語学部ドイツ語学科１年生  大久保悠希 

 自分が大好きなショパンの曲なので皆さんの前で演奏することができて嬉しいです。初めての定演ですが楽しみ過ぎて楽譜

を見失わないように頑張ります。 

 

11, シューベルト       即興曲 op.142-4 

  法学部地球環境法学科２年生  工藤真美 

 久しぶりに人前で弾くので緊張しています。一生懸命弾きますので楽しんでお聞きください！ 

 

12, ショパン           舟歌 

  総合人間科学部心理学科４年生 山下沙絵子 

 弾けるようになることを憧れていた、大好きな曲の一つです。まだまだ練習不足ですが、最後まで聴いていただけたら嬉しいで

す。 

 

13, シューマン         ウィーンの謝肉祭の道化 OP.26 よりフィナーレ 

  総合人間科学部社会学科 3 年生  吉田翔馬 

 いつも部活と上智の定演の日程が被ってしまい出られませんでしたが、今回は被っていなかったため晴れて出演することが出

来ました。久しぶりに人前で弾くことになりましたが、良い演奏が出来るように頑張ります‼ 

 



14, ドビュッシー     民謡の主題によるスコットランド行進曲 

  外国語学部英語学科４年生 小林健太郎 経済学部経済学科４年生 矢島友里恵 

 ドビュッシー生誕 150 年を記念して、「ドビュッシー愛好会」会長・副会長の二人（自称）が普段はあまり取り上げられない連

弾作品にスポットを当てたいと思います。冒頭で提示されるスコットランド古謡の主題は徐々に変化しながら繰り返され、美し

い中間部の後は 8 分の 6 拍子と 4 分の 2 拍子が複雑に絡み合いながらテンポを上げ華々しく曲を終えます。比較的初期の

作品なので爽やかな作風ですが、その中にもドビュッシーらしい印象派の雰囲気が垣間見えるのも面白い曲です。 

 

15, ショパン         アンダンテ・スピアナートと華麗なる大ポロネーズ  

  文学部史学科 4 年生  山本里恵 

 学生生活最後の定演です！大好きなショパンを選曲しました。ぜひお聞き下さい！ 

 

16, リスト           ペトラルカのソネット 104 番 

  経済学部経営学科 3 年生  浅岡辰哉 

 今回でこの曲を演奏するのは三回目になりました。これまではなかなか自分の納得のいく演奏をすることができていなかったの

で、今回は三度目の正直ということで上手く演奏できればいいなと思っています。 

 

 

 

 

 

 


